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はじめに
　フォーチュンクッキーは，アメリカ全域の多くの中
華料理店において，食後のサービスに出されている占
い紙片入りのクッキーである．アメリカ人客の大半
は，それが中国の伝統的な食習慣に由来し，中華料理
に欠かせない菓子と認識している．しかし，実際のと
ころ，これは，戦前にサンフランシスコへ移住した日
本人が，煎餅菓子の一つ（辻占煎餅）として製造を始
めたものであっ
（1）
た．
　アメリカでは近年になってフォーチュンクッキーの
起源と受容，日本人移民による初期製造の事例を主題
とした論考，ルポルタージュが相次いで発表されてい
る．その一人である，フィッツアーマン・ブルーの先
行研究に拠れば，現在アメリカ全域で行われているフ
ォーチュンクッキーサービスの端緒は，第二次世界大
戦直後のチャプスイレストラン（「チャプスイ」とい
う料理を看板にする中華料理店）にあると説明され
る．1945年，サンフランシスコの海軍基地に帰還し
たアメリカ人兵士達は，それぞれの郷里に戻る前に街
に繰り出した．彼らは中国人が経営するチャプスイレ
ストランで食事をし，サービスで出されたフォーチュ
ンクッキーを初めて楽しんだ．当時，中華街の内外に
は 300を超える中華料理店があり，その大半でクッキ
ーを出した．すっかりそのクッキーを気に入った兵士
達は，帰郷後に地元の中華料理店で「本物の中国のク
ッキー」を次々に注文し，それが次第にカリフォルニ
ア全体へのクッキーサービスに発展したとされ
（2）
る．
　このエピソードは，中国人経営のチャプスイレスト
ランが，1945年には独自にフォーチュンクッキーサ
ービスを導入しており，彼らがサービスを広く根付か
日系チャプスイレストランにおけるフォーチュンクッキーの受容
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せた根拠として提示されるのだが，この点，再考の余
地がある．なぜなら，カリフォルニアに流行した，日
本人経営の 100を超えるチャプスイレストランで，戦
前には既にフォーチュンクッキーが流通していた経緯
が認められるからである．
　本稿では，フォーチュンクッキーだけに焦点を絞る
のではなく，むしろその受容の受け皿となったチャプ
スイレストランという舞台に注目し，そこでの日本人
移民の飲食をめぐる楽しみのあり方を理解することを
目的にしたい．チャプスイレストランとは，アメリカ
で流行した中華料理店の一様式であるが，日本人が経
営することにより，一部の店舗は独特の発展を遂げ
た．そこは，空腹を満たす場であるだけでなく，社
交，娯楽の場でもあり，日本的な文化とアメリカ，中
国文化が出会う多文化空間であった．非文字資料研究
の観点より，写真，図像を重要な資料として，そこが
どのような場であったのかを明らかにしたい．
Ⅰ　小
リトル
東
とう
京
きよう
　かつて繁栄したチャプスイレストランが存在し，筆
者が 2007年 11月に訪れ，主な調査対象とした地域
は，カリフォルニア州ロサンゼルス市内に現存する小
東京という名の日本人町である．まずはこの町の沿革
を述べたい．
　ロサンゼルスに日本人が住み始めたのは 19世紀末
であり，市内に日本人の定住が公的に認められたのは
1888年のことである．1900年にはロサンゼルス市の
総人口が十万人を超え，職を求めた日本人が 150名流
入した．移住初期の日本人は，まずチャイナタウン近
辺に居住し，それからダウンタウン全体に広がった．
